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1. 調査の概要

本調査は、平成 27 年度に「鶴居村人□ビジョン」と「鶴居村まち・ひと・しごと創生総合戦略」

を策定するために必要な基礎資料の収集を目的に実施したものです。

調査対象
平成 27 年 4月 1日現在、村内に在住する 16 歳以上 75 歳未満の方、

合計 1,756 人

抽出方法 住民基本台帳から対象年齢の方を全員抽出

調査期間 平成 27 年 6月 3 日~6 月 23 日

調査方法
自由記入方式

郵送による調査票の配布・回収

2. 調査票の回収結果

配布数 回収数 回収率

1,756 670 38,2%

3. 集計結果の表し方

調査結果の図表は、原則として回答者の構成比 (百分率)で表現しています。

百分比による集計では、回答者数 (該当質問においては該当者数) を 100% として算出し、本

文および図の数字に関しては、すべて小数点第 2位を四捨五入し、小数点第「位までを表記し

てし、ます。複数回答の設問では、すべての比率の合計が 100% を超えることがあります。

● ク□ス集計 (男女別の集計など)の図につし、ては、分析軸の項目の後に (n=××) として、各項

目の回答者数を表記しています。

● ク□ス集計の分析軸となる項目に「無回答」がある場合は表示していません。よって、「全体」

の数値と各項目の和が一致しない場合があります。

●

●
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1,.回答者の厩性について

(1) 回答者の性別

- ご本人の性別は、男性が 46.4% 、女性が 52.8% となっています。

① 性別 (1つに○)

無回答 0,7%
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(2) 回答者の年齢

ご本人の年齢は、「50 歳以上」が 55,8% 最も多く、次いで「40~44 歳」 (9.9%) 、「45~

49 歳」 (8,8%) 、「30~34 歳」 (6.3%) と続いています。

② 年齢 (1つに○)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

19歳以下

20~24 歳

25~29 歳

30~34 歳

35~39 歳

40~44 歳

45~49 歳

50歳以上

無回答
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(3) 回答者の居住地域

居住地域は、「鶴居市街」が 42.8% で最も多く、次いで「下幌呂」(21.3%) 、「幌呂市街」(6.9%)

と続いています。

③ 居住地域 (1つに○)
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鶴居市街

下幌呂

幌呂市街

中雪裡

下雪裡

支雪裡

中幌呂

支幌呂

下久著呂

茂雪裡

中久著呂

上幌呂

茂幌呂

新幌呂

無回答

(n=670)

(4) 回答者の居住年数

ご本人の居住年数は、「30 年以上」が 39.9% で最も多く、次いで 「11~19 年」 (22.5%) 、

「20~29 年」 (12.4%) と続いています。

④ 鶴居村の通算居住年数 (1つに○)

0% 10% 20% 30% 40% 50%
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(5) 回答者の出生地

ご本人の出生地は、「鶴居村以外の釧路管内市町」が 34.2% で最も多く、次いで「鶴居村」(32.7%) 、

「釧路管内以外の道内市町村」 (15.1%) 、「道外市区町村」 (15.1%) と続いています。

⑤ 出生地 (1つに○)

0% 10% 20% 30% 40%

‐ 34.2鶴居村以外の釧路管内市町
▲′-“ー ーず◆ーー÷ ÷ ÷ ÷ 「

,‐‐三キ 32.7

釧路管内以外の道内市町村 ‐註 15・1

" l
▼

. 15.1

2.2 1
0.7 1

道外市区町村

(n=670)

(6) 回答者の世帯構成
「
………一・一・一・一………一一…,

ご本人の世帯構成は、「夫婦のみ」が 32.5% で最も多く、次いで「夫婦と子ども」 (27.5%) 、

「親と同居」 (14.6%) と続いています。

⑥ 世帯構成 (1つに○)

0% 10% 20% 30% 40%

夫婦のみ

夫婦と子ども

親と同居

ひとり暮らし

3世代同居

自分と子ども

その他

無回答

重圏 32.5
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,----. 達 ,,,6

r-「 字 副 8.4
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圏 i.5

国 1.5
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国 1.5

(n=670)
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2‐結婚について (50 歳未満の方のみ)

(1) 現在の婚姻状況

現在の婚姻状況は、「既婚」が 62.7% で最も多く、次いで「独身 (未婚)」 (30,8%) 、「独身

(婚姻歴あり)」 (4.1%) の順となってし、ます。

問 1 あなたは、現在、結婚していますか。 (1つに○)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

既婚

‐独身 (未婚)

独身(婚姻歴あり)

無回答
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(n=292)

《男女別、年齢階級別の集計》

○男女別でみると、男性は独身の割合がやや多く、女性は少なくなっています。

0年齢階級別でみると 30 歳未満は半数以上が独身ですが、30 歳以上では既婚者が 70% を超えて

います。

(%)

n
独身
(未婚)

独身
(婚姻暦あり) 既婚 無回答

全体 292 30.8 4.I 62.7 2.4

性別 男性 126 36.5 3.2 58.7 1,6

女性 165 26.I , 4.8 66.I 3.O

年齢 19歳以下 26 ‐ 92.3 0.O 3.8 3,8

20~24 歳 21 90.5 0,O 9.5 0.O

25~29 歳 37 59,5 2,7 35.I 2.7

30~34 歳 42 14,3 4,8 78.6 2.4

35~39 歳 41 7.3 7.3 85,4 0.O

40~44 歳 66 19,7 1.5 75.8 3.O

45~49 歳 59 5.I 8,5 83,I 3.4

※網掛け部は各分類の中で回答者が一番多し、項目
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(2) 独身の理由

結婚していない理由は、「まだ若すぎる」が 28.4% で最も多<、次し、で「結婚しだいと思える相

手がいない」 (27,5%) 、「出会う機会、きっかけがない」 (21.6%) と続いています。

〈問 1で「独身 (未婚)」「独身 (婚姻歴あり)」を選択した方のみ〉

問 2 現在、結婚していない理由は何ですか。 (複数回答)

・ 0% 10% 20% 30%

鰯キー rr. 二rhfT- 「て『 「ー.◆fil…‘";三
国 運 圏

2まだ若すぎる
　　　　　　　　　　　　　　　　　

:::霊園園 27,結婚したいと思える相手がいない

出会う機会、きっかけがない

家族を養うほどの収入がない

精神的に自由でいられる

仕事(学業)に打ち込みたい

f
一 皿・1

1 21.6

i;‐ 20,6

r‐'r一 Fr▼""▼▼--"▼'【▼--. 一面 rM --rr面 冊 -甲 '--;;
覗19,6

経済的に自由がきく

結婚資金が足りない

異性とうまく付き合えない

既に結婚が決まっている

結婚に意味を見出せない

親や周囲が同意しない

理由は特にない

-:三 雲 墓誌灘
◆
〒.8

‐:言下鞘 5,9 1

・.ー.tl 朝
.

・.ー.~ こ1 帽 5,9

0,0

}
三善≦喜挫 ‐ー --.--4 ‐ 22.5

も -‘ド 2,9r . .
.

1,0

(n=102)
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《男女別、年齢階級別の集計》

○男女別でみると、男性は「家族を養うほどの収入がない」が最も多く、次いで「結婚しだいと思え

る相手がいない」となっています。女性は「理由は特になし、」が最も多い状況です。

○年齢階級別でみると、24 歳以下は「まだ若すぎる」、25~29 歳は「結婚しだいと思える相手がい

ない」、30~34 歳は「精神的に自由でいられる」および「出会う機会、きっかけがない」がそれ

ぞれ上位回答となっています。

(%)

n
既に結婚が
決まっている

家族を養うほどの
収入がない

結婚したいと思え
る相手がいない

経済的に
自由がきく

精神的に自由で
いられる

全体 102 5,9 20.6 27.5 10.8 19.6

性別 男性 50 6.O ; 34‐0 32.O 12‐O 18,O

女性 51 5.9 5,9 21.6 9.8 21.6

年齢 19歳以下 24 0.O 8.3 12.5 0.O 0.O

20~24 歳 19 5.3 21,I 21.I 15.8 26.3

25~29 歳 23 13.O 21,7 34.8 8.7 17.4

30~34 歳 8 12‐5 25.O 25.O 12.5 50,O

35~39 歳 6 0.O 16.7 16‐7 50.O 50.O

40~44 歳 14 0,O 42.9 42.9 7,I
十

14.3

45~49 歳 8 12,5 12.5 50.O 12,5 25.O

rl
仕事(常強に
打ち込みたい

異性と
うまく付き合えない まだ若すぎる 結婚資金が

足りない
結婚に意味を
見出せない

全体 102 17.6 8,8 28‐4 9.8 5.9

性別 男性 50 14.O 12,O 28.O 10.O 6.O

女性 51 21.6 5.9 29.4 9.8 5,9

年齢 19歳以下 24 37.5 4.2 83.3 0.O 0.O

20~24 歳 19 15.8 21.I 31.6 21.I 5,3

25~29 歳 23 4.3 8.7 13,O 4.3 8,7

30~34 歳 8 12‐5 12.5 0.0 12.5 12.5

35~39 歳 6 33.3 0.O 0.O 16.7 0.O

40~44 歳 14 0.O 7,I , 0.O 14.3 14.3

45~49 歳 8 25.O 0,O 0.O 12.5 0.O

n
出斜総、
きっかけ力牝ぽい

親や周囲が
同意しない 理由は特にない その他 無回答

全体 102 21.6 0.O 22.5 2,9 1.O

性別 男性 50 26.O 0.O 14.O 2.O 2.O

女性 51 15.7 0.O 31.4 3.9 0.O

年齢 19歳以下 24 8.3 0.O 4.2 4.2 0.O

20~24 歳 19 26.3 0.O 21.I 0.0 5,3

25~29 歳 23 21.7 0.O 30.4 4.3 0,O

30~34 歳 8 50.O 0.O 12.5 0.O 0,O

35~39 歳 6 33.3 0.O 0.O 16.7 0,O

40~44 歳 14 28.6 0.O 57.I 0.0 0.O

45~49 歳 8 0.O 0,O 25.O 0.O 0,O

※網掛け部は各分類の中で回答者が一番多い項目
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(3) 今後の結婚意向

〈間 1で「独身 (未婚)」「独身 (婚姻歴あり)」を選択

間 3 今後の結婚に関するあなたの希望は次のうち、

「独身 (婚姻歴あり)」を選択した方のみ〉

《男女別、年齢階級別の集計》

が最も多くなっていますが、女性は「結婚するつもりは

の割合が最も多くなっていますが、年齢が上がるにつれ「わ

○男女別でみても「いずれ結婚するつもり」力最も多くなっていま

ない」と回答している人が 9.8% と全体よりも多くなってし、ます。

029 歳以下は「いずれ結婚するつもり」の割合が最も多くなってし

からない」の割合が多くなる傾向にあります。
(%)

n
いずれ

結婚するつもり
結婚する

つもりはない
わからない 無回答

全体 102 55,9 4.9 39.2 0.O

性別 男性 50 ‐ 58.O 0.O 42.0 0.O

女性 51 52,9 9.8 37.3 0.O

年齢 19歳以下 24 75.O 0.O 25.O . 0.O

20~24 歳 19 68.4 0.O 31.6 0.O

25~29 歳 23 60,9 4.3 34.8 0.O

30~34 歳 8 37.5 . 12.5 ‐ 50.O 0.O

35~39 歳 6 66.7 0.O 33.3 0.O

40~44 歳 14 28.6 14.3 57.I 0.O

45~49 歳 8 12.5 12.5 75,o i o.O

※網掛け部は各分類の中で回答者が一番多い項目

今後の結婚意向については、「いずれ結婚するつもり」が 55.9% 、

「結婚するつもりはない」 (4.9%) となっています。

「わからない」 (39.2%) 、
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(4) 結婚を希望する年齢

結婚を希望する年齢は、「25~29 歳」が 42.1% で最も多く、次いで「30~34 歳」 (19.3%) 、

「20~24 歳」 (14,0%) と続し、ています。

〈問3で「いずれ結婚するつもり」を選択した方のみ〉

問 4 いつ頃に結婚したいと考えていますか。 (1つに○)

0% 10% 20% 30% 40% 50%

20歳未満

20~24 歳

25~29 歳

30~34 歳

35~39 歳

40~44 歳

45~49 歳

50歳以上

わからない

o.o i

眺羅;嚢藤端 14.o
一筆rt 温 室デー濠 .芦岸電熱 . 鞘 42,1

′-- ▼▲-◆ー▲▼「‐--
′(ヨー.・▲ ▲
」▲ -- -- --、一▼ ,ー,.‐▲, 止;慧q宅写さゴ響き鱒--ぞr 、一・▲ .ー…" 止

!

19,3

・

三三藷
↑露墓週 7.F

回・・8

図351
0,0

巨‐--- ■ 12・3

{n:57)

(5) 結婚時の障害有無

結婚にあたっての障害は、「障害はなかった」が 74,3% 、「障害があった」は 21.3% となって

います。

〈問 1で「既婚」を選択した方のみ〉

間 5 結婚にあたって、障害になったことはありましたか。 (1つに○)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

障害はなかった

障害があった

無回答

1

葛 モ ニうL学ご.1‐「龍 す ぎiE紹ふ董 橘
l

軽舜詠う≦話謹聴◆
l◆- 一-ー

ーー 一 74ぐこ ご▲▲;に-ドキ.,-fit、41 づ鱒霧覇塵要デモ三屋
ー雫雲覆デー連軍需◆
鐸コ‘"二‘′三口

:◆- 一-ー
.… ・

、 1 1
も --- --- 2i,3

園" ず

「.r“ -ね

…
・・,、、ー:~二.- - ′' ・ー

i
J"" ▼ー.ー′

i園 4. ず
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(6) 結婚時の障害内容

結婚時の障害内容は、「居住地の移転」が 48.7% で最も多く、次いで「結婚資金や生活費などの

経済面」 (35.9%) 、「仕事と家庭の両立」 (28.2%) と続いています。

〈間 5で「障害があった」を選択した方のみ〉

問 6 結婚にあたっての障害は何でしだか。 (複数回答)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

居住地の移転

結婚資金や生活費などの経済面

仕事と家庭の両立

跡継ぎなど家の問題

親や周囲の反対

病気や身体の問題

その他

無回答

48,7一キー三 ,醍醐
し▲ 1,

ー」 二 塁 35
「 「 ‘;r

ヰ
28,2

1
詰み .

.; 二t デ
ー
‐翻 m

副 5,.l i

扉平 15ト

9
Y- ▼-

- 一ゴ
ー L:.幅

「 「 ‘;r

ヰ
I L

一 碧 23.1

.; 二t デ
ー
‐翻 m

副 5,.l i

扉平 15ト

一 二--一二-三越

副 5.・l

扉平 15
(n=39)

(7) 行政が重点的に取り組むべき結婚支援事業..

‐

1

重点的に取り組むべき結婚支援事業は、「若い夫婦への住まいの支援」が 50.7% で最も多く、村

内の住まいへの支援が求められていると考えられます。次いで「企業等に正社員の雇用を働きかける」

(44.9%) 、「婿活イベントなどによる出会いの湯の提供」 (36,0%) と続いています。

一方、「行政がやる必要はない」の回答も 19.2% みられます。

間7 鶴居村が重点的に取り組むべき結婚支援事業は何だと思いますか。 (複数回答)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

, ‐
u尋 梓 5O.750.7

9

,
・",雪

翻

一割 44

ー - ---一法湖 *
』÷÷ 「÷÷÷ 一 .′:-;-,畠山山 -T・Y

ヤ
ー

iI L3

圏 5・コ‐

圏 M

糠蛭警報顔滋図 19.2

霊園 ?.5 1

1図
、
6,5,

一 -
〒 IL3

圏 5・コ‐

圏 M
19.2

圏 5.

圏 M

羅繋i警報顔滋図
霊園 ・

1園、6

5

5

若い夫婦への住まいの支援

企業等に正社員の雇用を働きかける

婚活イベントなどによる出会いの場の提供

結婚相談窓口(仲立ち)

交際術やマナーなどを学ぶ講座

結婚の気運を高めるための講習会

行政がやる必要はない

その他

無回答

(n=292)
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《男女別、年齢階級別、婚姻状況別の集計》

○男女別でみると、男女ともに「若い夫婦への住まいの支援」が上位回答となっていますが

「企業等に正社員の雇用を働きかける」の割合が多くなっています。

○年齢階級別でみても「企業等に正社員の雇用を働きかける」「若し、夫婦への住まいの支援

回答となってし、ますが、30~34 歳は「若い夫婦への住まいの支援」の割合が他年齢階糸

く、また、「婚活イベントなどによる出会いの湯の提供」の割合も多くなっています。

○婚姻状況別でみると、婚姻歴にかかわらず独身者は「企業等に正社員の雇用を働きかける」

者は「若い夫婦への住まいの支援」の割合が多くなっています。

が上位回答となっていますが、女性は

「若し、夫婦への住まいの支援」が上位

の割合が他年齢階級よりも多

、既婚

(%)

n
企業等に正社員の
雇用を働きかける

若い夫婦への
住まいの支援

結婚相談窓口
(仲立ち)

婚活イベントなどに
よる出会いの場の

提供
全体 292 44,9 50.7 11.3 36.O

性別 男性 126 38.I 52.4 ".9 35.7

女性 165 , 50、3 49.7 10.3 35.8

年齢 19歳以下 26 38.5 34.6 15.4 26,9

20~24 歳 21 38.l 38.l 4.8 33.3

25~29 歳 37 54.I 56.8 5,4 35.I

30~34 歳 42 57.I 71.4 9,5 47.6

35~39 歳 41 43.9 58.5 14.6 34.I

40~44 歳 66 43.9 47.O 12,I 36.4

45歳以上 59 37.3 42.4 13,6 33.9

婚姻状況 独身(未婚) 90 43.3 36,7 11.I 28.9

独身(婚姻暦あり) 12 25.O 16,7 0.O 25.O

既婚 183 47.5 ‐61.2 12.6 39.9

n
交際術やマナー
などを学ぶ講座

結婚の気運を高める
ための講習会

行政がやる
必要はない その他 無回答

全体 292 5‐l ‐ 3.I 19.2 7.5 6.5

性別 男性 126 4.8 4.8 23.O 10,3 5.6

女性 165 5.5 1,8 16.4 5.5 7‐3

年齢 19歳以下 26 3.8 0.O 23.I 0.O 3.8

20~24 歳 21 0.O 0.0 , T9.O 14.3 4.8

25~29 歳 37 10.8 2.7 16.2 8.I 10.8

30~34 歳 42 9.5 2,4 9.5 9.5 2‐4

35~39 歳 41 2.4 2.4 17.I 9,8 2.4

40~44 歳 66 1.5 3.O 21.2 6.I 10.6

45歳以上 59 6.8 6.8 25.4 6.8 6.8

婚姻状況 独身(未婚) 90 5.6 3.3 23.3 6,7 7,8

独身(婚姻暦あり) 12 8.3 8.3 16.7 0.O 33.3

既婚 183 4,9 2.7 18.O 8,7 3.3

※網掛け部は、無回答を除く、各分類の中で回答者が一番多い項目
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象 出産・育児について (50歳未満の方のみ )

(1) 子どもの人数

子どもの人数について、現在の人数、将来予定してし、る人数、理想の人数について尋ねたところ、

現在の人数は「0 人」と回答した人が 41.8% で最も多く、将来予定している人数、理想の人数は、

ともに「2人」が最も多くなっています。

また、子どもの平均人数をみると、将来予定している人数の 1.82人と比べて、理想の人数は 2.36

人と約 0.5 人多くなっています。

間 8 あなたは、現在、お子さんは何人いますか。 (1つに○)

間 9 将来的に何人のお子さんを持つご予定ですか (現在いるお子さんの人数も含む)。 (1つに○)

問「0 あなたにとって、理想的な子どもの数は何人ですか (現在いるお子さんの人数も含む)。 (1つに○)

0% 10% 20% 30% 40% 50%

0人

1人

2人

3人

4人

5人以上

無回答

謙三空き雲:ョ慰霊

29,8

園 41,8

39.O

撚園 46,

{n=292)

・罷ー喜琵三亀歌議曜. ′′. ・▼+′J・▼▲▲・

+

▲′‘・一ーー, ▲h. ・▲▲

同現在の人数 園将来予定している人数 園理想の人数

■子どもの平均人数 (「5人以上」を5人として計算)

現 在 予 定 理 想

子どもの平均人数 1.「4 人 1.82 人 2.36 人
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(2) 理想的な子どもの数を妨げている要因

理想的な子どもの数を妨げている要因は、「子育てや教育にお金がかかりすぎる」が 51,4% を占

め、他を引き離して多くなっています。次いで「子どもを預ける施設が整っていない」 (32.5%) 、

「年齢的な問題」 (24,0%) と続いています。

理想の子どもの人数に向けて出生数を増やすためには、子育てや教育をするための経済的な支援

や、預け先などの保育環境の拡充、晩婚化への対応策を検討していく必要があると考えられます。

問 11 理想的な子どもの数を実現するために、障害となること (なりそうなこと)は何ですか。

(複数回答)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

子育てや教育にお金がかかりすぎる

子どもを預ける施設が整わていない

鉢母酵戸琢霊1に;も;モ盛運-gir
ー
; 51,4

だ±-=÷「』 .5
L ニ ー

」▲
「 24.0

【÷÷÷」-『昭一
,,.、、

i
一三 川

119.9

-- -ミ メ h6.8
1 1ー

---二
▼
.
細

・ー;,8

ミニ一望 n・

歴三割 17.9

璽1罰 7・5

,遡 6r,5

開 園 i12,3

園 4,1

圏 6,8

L
--124

【÷÷÷」-『昭一
,,.、、

i
一三 川

119.9

-- ミ メ h6.8
1 1ー

-- ゞ≧瓢 .;,8

ミニ一望 n・

区劃 17.9

国璽 7・5

冨ヨ 6r,5

開 園 i12,3

園 4,1

圏 6,8

「 ー
し ‐T・ ▲---一十q雲「. - ,ー 11

′÷L′".“、、. --.・′1ゞ r′ヨ

‐‐ ‐,1メ コゴ コ

L Iー
-- ゞ≧瓢 ・ー

¥二一望 n・

区劃 17.9

璽1罰 7・5

冨ヨ 6r,5

開 園 i12,3

園 4,1

国璽 68

,
.
-

ぎ;≧ヨ

圏
璽
圏
r霧園

園 4,

圏

年齢的な問題

子育てを手助けしてくれる人がいない

育児・出産の心理的・肉体的な負担

自分の仕事に差し支える

家が狭い

健康上の理由

配偶者の家業・育児への協力が見込めない

妊娠・出産・子育てに関する情報不足

障害は特にない

その他

無回答

(n=292)
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《男女別、年齢階級別の集計》

○男女別でみても「子育てや教育にお金がかかりすぎる」「子どもを預ける施設が整ってし、ない」が

上位回答となってし、ますが、女性は「自分の仕事に差し支える」「育児・出産の心理的・肉体的な

負担」の割合が男性と比べて多くなっています。

○年齢階級別でみても、すべての年齢階級で「子育てや教育にお金がかかりすぎる」が上位回答にな

っていますが、25 歳~39 歳の子育て世代は「子どもを預ける施設が整ってし、なし、」の割合が 40%

を超えています。
(%)

n

子育てや
教育にお金が
かかりすぎる

家が狭い 自分の仕事に
差し支える

子育てを手助
けしてくれる
人がいない

子どもを
預ける施設が
整っていない

妊娠・出産・子

育てに関ける
情報不足

全体 292 51.4 11.3 15.8 19.9 32.5 6.5

性別 男性 126 52.4 8.7 . 9.5 16.7 27.O 8.7

女性 165 50.3 13.3 20.6 21.8 37,O 4.8

年齢 19歳以下 26 53.8 3.8 26.9 7.7 15.4 3.8

20~24 歳 21 52.4 14.3 0.O 9.5 14.3 9.5

25~29 歳 37 64.9 18.9 13.5 24.3 45.9 16.2

30~34 歳 42 54.8 21,4 26.2 33.3 45.2 7.I

35~39 歳 41 56.I 19.5 9.8 19,5 43.9 7,3

40~44 歳 66 40.9 6.I 15.2 16,7 30.3 4.5

45~49 歳 59 47.5 1.7 15.3 20.3 23.7 1.7

n
年齢的な
問題

育児・出産の
心理的・肉
体的な負担

健康上の
理由

醜勘 群・
育児への協ぬ
が見込めない

障害は
特にない その他 無回答

全体 292 24.O 16.8 7.9 7‐5 12.3 4.I 6,8

性別 男性 126 18.3 8.7 1‐6 4.8 17.5 4.O 7,I

女性 165 28.5 23.O 12.I 9.7 8.5. 4.2 6,7

年齢 19歳以下 26 3.8 3.8 3.8 0.O 19.2 0.O 11.5

20~24 歳 21 0.O 23.8 9.5 0.O 14.3 4.8 9.5

25~29 歳 37 13.5 16,2 2.7 10.8 8.I 2.7 5.4

30~34 歳 42 21.4 31.O 9.5 14.3 9.5 4.8 2.4

35~39 歳 41 14.6 19.5 9.8 0.0 7.3 9.8 7.3

40~44 歳 66 42,4 12.I lo.6 9.I 12.I 1.5 9.I

45~49 歳 59 35,6 13.6 6.8 10.2 16.9 5.I 5.l

※網掛け部は各分類の中で回答者が一番多し、項目
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(3) 鶴居村の子育てのしやすさ

問 12 鶴居村は子育てしやすい環境だと思し、ますか。

どちらかといえば
しやすい環境だと思う
どちらかといえば
しにくい環境だと思う

(n=292}

《男女別、年齢階級別の集計》

○男女別でみても、「しやすい環境だと思う」「どちらかとし、えばしやすい環境だと思う」の合計は

それぞれ約 8割となっています。

○年齢階級別でみると、30~34 歳は「しやすい環境だと思う」「どちらかとし、えばしやすい環境だ

と思う」の合計が 69.0% で他年齢階級よりも少なく、「どちらかといえばしにくい環境だと思う」

「しにくい環境だと思う」の割合が 28.6% と多くなっています。

(%)

n
しやすい環境だと

思う

どちらかといえば
しやすい環境だと

思う

どちらかといえば
しにくい環境だと

思う

しにくい環境だと
思う 無回答

全体 292 33.2 46.2 12.O 4.I 4.5

性別 男性 126 38.9 42,9 9.5 4.O 4.8

女性 165 29.I 48,5 13.9 4.2 4.2

年齢 19歳以下 26 46.2 26.9 11.5 3.8 11.5

20~24 歳 21 33.3 38.I 19.O 4.8 4.8

25~29 歳 37 18.9 59.5 16,2 0.O 5.4

30~34 歳 42 28.6 40.5 19.O 9.5 2.4

35~39 歳 41 24.4 56.I 9.8 4.9 4.9

40~44 歳 66 31.8 54.5 7.6 3.O 3.O

45~49 歳 59 47.5 37.3 8.5 3.4 3.4

※網掛け部は各分類の中で回答者が一番多い項目

鶴居村の子育てのしやすさは、「しやすい環境だと思う」 (33.2%) 、「どちらかとい

すい環境だと思う」 (46,2%) の合計で、約 8 割が子育てしやすい環境だと感じています。

「しやすい環境だと思う」 (33.2%) 、「どちらかといえばしや
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(4) 村が力を入れるべき育児サービス

村が力を入れるべき育児サービスについては、「保育所など保育施設の拡充」が 43,2% で最も多

く、次いで「子どもを預かるサービスの時間の延長」 (38.0%) 、「各種助成をはじめとする金銭

的なサポートや現物給付」 (37.7%) と続いています。

問 13 今後、育児に関する施策として、鶴居村が力を入れるべきだと思うのは次のうちどれですか。

(複数回答)

0% 10% 20% 30% 40% 50%

! 1 1

保育所など保育施設の拡充 爺苦 : ▲ ',」;;篇 コ 43.2勝一‐:
「 ーー ー

三 三 三--翻 園 43.2

にもた 二二三豊;8.0

二 ,謝 幻 ,7,」ニ ー
r
一
三ご淵 34・2

一・ 三 重

匿え・三
十▼
, ÷マコ 2為

医
------12,

。

騒ご
▼
メ111.6

解躍三19,9

。国 4・8

園 3.8

霊園 6.8 1

霊 園6,8 1

にもた 二二三豊

ー -,謝 ;←ニー
r
一
三ご淵 34・2

一・ 三 重

匿え・三
十▼
, ÷マコ 2為

医
------12,

。

騒ご
▼
メ111.6
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子どもを預かるサービスの時間の延長

各種助成をはじめとする金銭的な
サポートや現物給付

子どもを預かる施設の教育
・保育の質の向上

子育てに係る母子の保健・医療体制の充実

子育てについて相談できる機関や
サービスの充実

子育てサロン・サークルなど
地域における交流の場の充実

子育てに関する施設・サービス
・イベントなどの情報提供の充実

子育てに関する様々な講座、
イベント、講演会の開催

行政が行うサービスを
これ以上増やす必要はない

その他

無回答

(n=292)
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《男女別の集計》

○男女別にみても、「保育所など保育施設の拡充」および「子どもを預かるサービスの時間の延長」

が上位回答となっていますが、女性は「子どもを預かるサービスの時間の延長」の割合が多くなっ

ています。

(%)

n ‐
保 育 所 な ど
保育施設の拡充

子どもを預[かる
サービスの時間の醍

予どもを頚跡る施
設の教育・保育の

賃の向上

子育てに関hする施
設・サービス・イベ

ントなどの『都搬慰共
の練

各種助成窓まじめ
とする金銭的なサ
ポートや現物掛寸

全体 292 4‐3.2 38.O 34.2 9.9 37,7

性別 覆撞 126 45,2 34.9 31.O 8.7 35,7

165 41,8 40.O 37,O lo.3 39,4

n その他 無回答
全体 292 6.8 6.8

性別 匿撞 126 4.8 7.9

165 8.5 6.I

※網掛け部は各分類の中で回答者が一番多い項目

24

n

子育てに係る
母 子 の 保 健 ・
医療体制の充実

子育てに関する
様 々 な講 座 、
イベント、講演会

の開催

子育てについて
相 談 で き る
機関やサービス

の充実

子育てサロン・サ
一クルなど地域
における交流の

場の充実

行政が行うサー
ビスをこれ以上増
やす必要はない

全体 292 22,3 4.8 12,O 11.6 3.8

性別 援桂 126 19.8 4.8 11,9 7.I 4.8

165 23.6 4.8 12,I 15.2 3.O



《年齢階級別の集計》

○年齢階級別にみると、「保育所など保育施設の拡充」「子どもを預かるサービスの時間の延長」お

よび「各種助成をはじめとする金銭的なサポートや現物給付」が上位回答となっています。

○25~39 歳は「保育所など保育施設の拡充」の割合が多くなっており、その中でも 30~34 歳は「子

どもを預かるサービスの時間の延長」も多くなっています。

○25~29 歳は「各種助成をはじめとする金銭的なサポートや現物給付」が他年齢階級と比べて多く

なっています。
(%)

n
保 育 所 な ど
保育施設の拡充

子どもを預かる
サービスの時間の賑

子どもを預かる施
設の教育・保育の

質の向上

子育てに関する施
設・サービス・イベ

ントなどの情報提供
の充実

各種助成窓まじめ
とする金銭的なサ
ポートや現物焔酬寸

全体 292 43.2 38.O 34.2 9.9 37.7

年齢 19歳以下 26 38.5 38.5 26.9 19.2 26.9

20~24 歳 21 33.3 4.8 14,3 19.O 23.8

25~29 歳 37 51.4 35.I 35,I 8.I 51.4

30~34 歳 42 47,6 45.2 35,7 11.9 40.5

35~39 歳 41 56,I 39.O 48.8 0.O 39.O

40~44 歳 66 40,9 45.5 34.8 7.6 39.4

45~49 歳 59 33,9 37.3 32‐2 11.9 33,9

n

子育てに係る
母 子 の 保 健 ・
医療体制の充実

子育てに関する
様 々 な講 座 、
イベント、講演会

の開催

子育てについて
相 談 で き る
機関やサービス

の充実

子育てサロン・サ
一クルなど地域
における交流の

場の充実

行政が行うサー
ビスをこれ以上増
やす必要はない

全体 292 22.3 4.8 12.O 11.6 3.8

年齢 19歳以下 26 23.I 3,8 15.4 7.7 3.8

20~24 歳 21 19.O 9,5 19.O 19.O 4,8

25~29 歳 37 32.4 8.I 21.6 18.9 2.7

30~34 歳 42 28.6 11.9 9.5 19.O 0.O

35~39 歳 41 19.5 4.9 , 9.8 4.9 0.O

40~44 歳 66 21.2 1.5 7,6 10.6 6.I

45~49 歳 59 15.3 0.O 10.2 6.8 6.8

n その他 無回答
全体 292 6.8 6.8

年齢 19歳以下 26 0.O 11.5

20~24 歳 21 14.3 4.8

25~29 歳 37 2.7 10.8

30~34 歳 42 7.I 4.8

35~39 歳 41 4.9 2.4

40~44 歳 66 9.I 7.6

45~49 歳 59 8.5 6.8

※網掛け部は各分類の中で回答者が一番多し、項目
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《子育てしやすさ別の集計》

○子育てしやすさ別にみると、子育てしやすい環境だと思うと回答した人は「各種助成をはじめとす

る金銭的なサポートや現物給付」の割合が多くなっています。

○子育てしにくい環境だと思うと回答した人は「保育所など保育施設の拡充」が75% と非常に多くな

っています。

(%)

n
保 育 所 な ど
保育施設の拡充

子どもを預[かる
サービスの時間の鰻

子どもを預跡る施
設の教育・保育の

賃の向上

子育てに関ける施
設・サービス・イベ

ン杖などの情報提供
の旗

各種助成をはじめ
とする金紙継蛇念サ
ボード'現物給付

全体 292 43.2 38.O 34,2 9.9 37.7

子育て
しやすさ

しやすい環境だ
と思う 97 40.2 40.2 27.8 10.3 44.3

どちらかといえば
しやすい環境だ
と思う

135 44.4 37,O 35.6 9.6 38.5

どちらかといえば
しにくい環境だと
思う

35 48.6 42.9 51.4 14.3 31.4

しにくい環境だと
思う

12 75.0 58,3 58.3 8.3 33.3

n

子育てに係る
母子の保健 ・
医療体制の充実

子育てに関する
様々な講座、
イベント、講演会

の開催

子育てについて
相 談 で き る
機関やサービス

の充実

子育てサロン・サ
一クルなど地域
における交流の
場の充実

行政が行うサー
ビスをこれ以上増
やす必要はない

全体 292 22.3 4.8 12.O 11.6 3.8

子育て
しやすさ

しやすい環境だ
と思う

97 19.6 3.I 12.4 11.3 6.2

どちらかといえば
しやすい環境だ
と思う

135 24.4 6.7 14.I 13.3 3.O

どちらかといえば
しにくい環境だと
思う

35 31.4 2.9 11.4 14‐3 2,9

しにくい環境だと
思う

12 16.7 0.O 0.O 0,O 0.O

n その他 無回答
全体 292 6.8 6.8

子育て
しやすさ

しやすい環境だ
と思う

97 4.I 4.I

どちらかといえば
しやすい環境だ
と思う

135 4.4 3.O

どちらかといえば
しにくい環境だと
思う

35 11.4 0.O

しにくい環境だと
思う

12 41,7 0.O

※網掛け部は各分類の中で回答者が一番多し、項目
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